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こ
こ
数
年
に
か
け
て
、
日
本
国
内
の
中
国
映
画
研
究
は
過
去
の
歴
史

事
象
に
対
す
る
再
検
討
、
並
び
に
そ
の
総
括
へ
と
力
が
注
が
れ
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
。
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
中
国
映
画
が
商
業
化
の
一
途
を
辿

り
、
以
前
の
よ
う
な
魅
力
に
欠
け
る
、
或
い
は
中
国
人
の
本
音
が
“
独

立
電
影
”
と
呼
ば
れ
る
自
作
記
録
映
画
に
託
さ
れ
、
地
下
文
化
的
要
素

を
強
く
し
た
こ
と
に
も
起
因
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
い
ま
、
中
国
映
画

―
中
華
語
圏
映
画
を
も
包
括
し
て

―
の
歴
史
が
数
多
の
プ
ロ
パ
ー

に
よ
っ
て
再
話
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
、
映
画
史
、
と
り
わ
け
日
中
映
画
関
係
史
に
つ
い
て
執
筆

に
積
極
的
な
の
が
、
本
書
の
著
者
で
あ
る
劉
文
兵
氏
で
あ
ろ
う
。
博
士

論
文
を
公
刊
し
た
『
映
画
の
な
か
の
上
海
』（
二
〇
〇
四
年
）
で
彼
独
自

の
広
汎
な
分
析
眼
を
披
瀝
し
た
後
、
中
国
人
が
日
本
映
画
に
熱
い
眼
差

し
を
向
け
た
様
相
を
切
り
出
す
『
中
国
10
億
人
の
日
本
映
画
熱
愛
史
』

堂
々
た
る
映
画
文
化
交
流
の
通
史

　

―
「
歴
史
」
と
「
物
語
」

好
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（
二
〇
〇
六
年
）、
地
道
な
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
活
動
に
よ
っ
て
日
中
映
画
関

係
史
を
発
掘
す
る
『
証
言　

日
中
映
画
人
交
流
』（
二
〇
一
一
年
）、
改

革
開
放
時
代
の
中
国
映
画
復
興
・
隆
盛
期
を
リ
ア
ル
に
再
現
す
る
『
中

国
映
画
の
熱
狂
的
黄
金
期
』（
二
〇
一
二
年
）、
中
国
人
の
“
反
日
”
感

情
の
基
盤
と
な
す
映
像
表
象
を
展
示
し
た
『
中
国
抗
日
映
画
・
ド
ラ
マ

の
世
界
』（
二
〇
一
三
年
）
と
、
こ
こ
十
年
間
で
実
に
四
冊
も
の
単
行
本
・

新
書
を
出
版
し
て
い
る
。
そ
こ
に
中
国
語
に
よ
る《
日
本
電
影
在
中
国
》

（
二
〇
一
五
年
）
を
加
え
る
な
ら
、
都
合
五
冊
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

彼
の
旺
盛
な
る
執
筆
に
敬
服
し
つ
つ
、
劉
氏
は
文
筆
家
へ
転
身
し
た

の
か
、
と
私
は
勝
手
な
推
測
を
し
て
い
た
。
し
か
し
、
今
回
出
版
さ
れ

た
『
日
中
映
画
交
流
史
』
を
手
に
し
た
時
、
そ
の
臆
断
は
忽
ち
霧
散
し

た
。
前
記
し
た
数
多
の
著
書
を
包
括
し
つ
つ
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
現

代
ま
で
の
、
ま
さ
に
日
本
と
中
国
の
映
画
交
流
を
辿
る
堂
々
た
る
通
史

劉
文
兵
著

日
中
映
画
交
流
史
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が
、
こ
こ
に
編
ま
れ
て
い
た
か
ら
だ
。
敢
え
て
言
え
ば
、
今
ま
で
の
著

作
は
こ
の
大
著
を
産
む
土
台
で
も
あ
っ
た
。
齢
五
〇
を
前
に
し
て
半
生

の
研
究
業
績
を
こ
の
一
冊
に
纏
め
上
げ
た
著
者
に
対
し
、
称
賛
の
意
を

表
し
た
い
。

　

で
は
、
本
書
の
内
容
を
章
に
そ
っ
て
紹
介
す
る
。

　

序
言
で
あ
る
「
は
じ
め
に
」
で
は
、
日
中
映
画
交
流
史
研
究
が
今
だ

発
展
途
上
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
日
本
に
い
る
中
国
人
研
究
者
、
と
い

う
著
者
の
相
対
的
立
場
か
ら
史
的
事
象
を
と
ら
え
、
か
つ
主
体
的
に
み

ず
か
ら
の
視
点
を
提
起
す
る
試
み
を
行
な
う
、
と
述
べ
る
。

　

第
一
章
「
日
中
映
画
前
史

―
上
海
編
」
で
は
、上
海
初
の
ト
ー
キ
ー

映
画
が
日
本
の
映
画
社
を
通
じ
て
製
作
さ
れ
た
史
実
の
発
見
を
は
じ
め

に
、
戦
前
・
戦
中
の
映
画
史
が
常
に
「
温
度
差
」
を
も
っ
て
日
中
双
方

か
ら
語
ら
れ
る
現
象
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。
す
な
わ
ち
、
日
中
共
和

が
潰
え
た
後
の
「
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
」
に
傾
斜
す
る
日
本
人
、
そ
し
て
日

本
映
画
人
と
接
触
し
た
た
め
に
過
酷
な
道
程
を
辿
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
中
国
側
の
関
係
者
の
運
命
を
対
照
的
に
炙
り
出
す
。
本
章
の
最
終
節

に
記
さ
れ
た
「
歴
史
の
物
語
化
」
へ
の
疑
義
は
と
て
も
興
味
深
い
の
で
、

後
に
改
め
て
触
れ
よ
う
。

　

第
二
章
「
満
州
映
画
の
光
と
影
」
で
は
、
満
州
を
「
過
剰
な
セ
ン
チ

メ
ン
タ
リ
ズ
ム
」、「
歴
史
の
黙
殺
」
で
忘
却
し
よ
う
と
す
る
日
中
双
方

の
動
向
を
打
破
す
る
た
め
に
、
満
映
の
文
化
教
育
映
画
「
啓
民
映
画
」

に
目
を
向
け
、
そ
こ
に
見
え
る
も
の
が
、
満
州
の
日
常
生
活
と
い
う
現

実
に
起
き
て
い
る
矛
盾
を
取
り
繕
う
こ
と
に
よ
っ
て
却
っ
て
際
立
つ
、

表
象
と
現
実
と
の
乖
離
で
あ
る
こ
と
を
力
説
す
る
。
こ
の
章
で
取
り
上

げ
ら
れ
る
“
苦ク

ー

力リ
ー

”
の
形
象
が
「
愚
か
で
動
物
並
み
」
な
人
間
か
ら
「
近

代
的
」
な
人
間
に
描
か
れ
る
過
程
、
そ
し
て
そ
の
内
在
を
分
析
す
る
筆

致
は
非
常
に
シ
ャ
ー
プ
で
、
読
み
応
え
が
あ
る
。

　

第
三
章
「
冷
戦
時
代
の
日
中
映
画
交
流
」
は
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら

文
革
期
に
お
い
て
日
本
映
画
人
が
試
み
た
日
中
文
化
交
流
の
軌
跡
を
論

じ
る
。
毛
沢
東
に
よ
る
社
会
主
義
国
家
建
設
期
の
中
国
で
、
二
〇
篇
も

の
日
本
映
画
が
一
般
上
映
さ
れ
た
事
実
を
発
掘
し
、
中
国
映
画
へ
の
影

響
関
係
を
拾
い
上
げ
る
作
業
は
極
め
て
精
緻
だ
。『
二
十
四
の
瞳
』
の

少
年
群
像
の
描
き
分
け
方
を
、謝
晋
監
督
が
『
紅
色
娘
子
軍
』（
一
九
六
一

年
）
に
応
用
し
た
、
と
の
挿
話
は
、
劉
氏
が
生
前
の
謝
晋
監
督
か
ら
訊

い
た
貴
重
な
証
言
で
あ
る
。
本
章
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
木
下
惠
介
監
督

の
、
中
国
を
見
る
幻
想
的
な
眼
差
し
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
文
革
中
に

お
い
て
日
本
の
戦
争
映
画
が
秘
か
に
上
映
さ
れ
て
い
た
事
実
ま
で
も
掘

り
起
こ
す
こ
の
章
は
、
本
書
の
白
眉
と
し
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

第
四
章
「﹁
改
革
開
放
﹂
と
日
本
映
画
」
で
は
、
著
名
な
『
君
よ
憤

怒
の
河
を
渉
れ
』
受
容
の
様
相
を
契
機
に
、
階
級
抑
圧
の
告
発
と
し
て

の
『
望
郷
』、
文
革
中
封
殺
さ
れ
た
感
傷
主
義
や
人
道
主
義
を
復
興
さ

せ
、
な
お
か
つ
紅
衛
兵
世
代
に
対
し
浄
化
作
用
を
も
た
ら
し
た
『
愛
と
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死
』、『
砂
の
器
』
と
い
っ
た
、
当
時
の
中
国
人
観
衆
に
熱
狂
を
も
っ
て

迎
え
ら
れ
た
日
本
映
画
群
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
る
。

　

第
五
章
「
中
国
映
画
人
に
と
っ
て
の
日
本
映
画
」
は
、
第
四
章
と
対

照
的
に
、
文
革
以
後
に
輸
入
さ
れ
た
日
本
映
画
群
を
、
映
画
創
作
者
た

ち
が
如
何
に
捉
え
た
か
を
つ
ぶ
さ
に
記
録
し
て
い
る
。
第
四
世
代
が
日

本
映
画
の
撮
影
・
録
音
技
術
を
学
ん
で
自
己
の
理
論
や
実
践
に
臨
む
様

子
、
第
五
世
代
の
、
既
成
の
映
像
言
語
を
打
破
し
た
創
作
の
裏
に
『
砂

の
器
』
や
『
羅
生
門
』
の
影
響
が
あ
っ
た
事
実
、
そ
れ
に
並
行
す
る
よ

う
に
、
日
中
蜜
月
期
に
実
現
し
た
合
作
映
画
『
未
完
の
対
局
』、『
敦
煌
』

の
制
作
の
軌
跡
が
綴
ら
れ
る
。

　

第
六
章
「
健
さ
ん
旋
風
と
山
口
百
恵
ブ
ー
ム
」
で
は
、高
倉
健
の
「
翳

り
」
の
表
情
と
中
国
映
画
の
演
技
へ
の
影
響
関
係
、
山
口
百
恵
の
「
ス

タ
ー
性
」
が
中
国
映
画
女
優
に
も
た
ら
し
た
多
大
な
影
響
力
、
そ
し
て

日
本
映
画
が
中
国
に
愛
さ
れ
た
時
代
性
を
熱
く
説
い
て
い
る
。
中
国
の

観
衆
が
「
ス
ク
リ
ー
ン
を
介
し
て
等
身
大
の
日
本
人
の
日
常
生
活
や
、

家
族
関
係
を
垣
間
見
る
こ
と
も
で
き
た
」（
二
五
一
頁
）
時
代
を
、
実
体

験
と
し
て
知
る
劉
氏
が
思
い
入
れ
を
込
め
て
記
し
た
章
で
あ
ろ
う
。

　

第
七
章
「
日
本
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
と
中
国
の
高
度
経
済
成
長
」
は
、

山
口
百
恵
主
演
の
『
赤
い
疑
惑
』
か
ら
『
お
し
ん
』
ブ
ー
ム
ま
で
の
経

緯
と
中
国
に
お
け
る
受
容
の
意
義
を
、
当
時
の
評
論
を
拾
い
な
が
ら
丁

寧
に
ト
レ
ー
ス
す
る
。
ま
た
、
一
九
八
〇
年
に
製
作
さ
れ
た
、
日
中
合

作
ド
ラ
マ
『
望
郷
の
星
』
の
存
在
を
発
掘
し
、
手
を
携
え
た
日
中
文
化

交
流
で
あ
り
な
が
ら
、
両
国
の
文
化
的
、
政
治
的
意
図
の
乖
離
に
よ
り

良
好
な
反
響
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
事
象
を
述
べ
る
。

　

第
八
章
「
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン

―
ト
レ
ン
デ
ィ
ド
ラ
マ
と
ア
ニ
メ
の

人
気
」
は
、
九
〇
年
代
の
『
東
京
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
』
ヒ
ッ
ト
に
始
ま

る
日
本
“
酷

ク
ー
ル

文
化
”
の
再
来
、
並
行
す
る
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
勃
興
と

そ
の
刺
激
を
受
け
て
生
ま
れ
た
中
国
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
ニ
メ
作
品
の
増
加

に
触
れ
、
映
像
を
通
し
て
果
た
さ
れ
る
日
中
文
化
交
流
の
将
来
に
希
望

を
託
し
て
い
る
。

　

山
田
洋
次
氏
が
本
書
に
送
っ
た
言
葉
、「
映
画
フ
ァ
ン
必
読
の
書
で

あ
る
」（
本
書
帯
よ
り
）
に
因
ん
で
言
う
な
ら
ば
、
本
書
は
中
国
映
画
プ

ロ
パ
ー
の
み
な
ら
ず
、
日
本
映
画
フ
ァ
ン
に
も
ア
ピ
ー
ル
し
得
る
も
の

だ
。
特
に
、
文
化
大
革
命
終
息
後
の
中
国
に
鮮
烈
な
衝
撃
を
与
え
た
大

映
映
画
『
君
よ
憤
怒
の
河
を
渉
れ
』
公
開
以
降
の
歴
史
叙
述
は
、
中
国

に
お
け
る
日
本
映
画
や
ド
ラ
マ
の
受
容
の
あ
り
方
を
知
ら
な
い
読
者
に

歓
迎
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
第
四
章
以
降
の
内
容
は
、
既
刊
の

『
中
国
10
億
人
の
日
本
映
画
熱
愛
史
』
を
基
盤
と
す
る
た
め
、
特
段
に

新
奇
な
も
の
で
は
な
い
。
と
は
い
え
、
本
書
の
主
旨
で
あ
る
“
日
中
の

映
画
交
流
史
”を
語
る
に
は
不
可
欠
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
る
。
劉
氏
は
、

更
に
客
観
的
な
文
献
探
索
と
映
画
実
作
の
分
析
を
盛
り
込
み
、
か
つ
以

後
の
著
作
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
活
か
し
な
が
ら
、
第
四
章
以
降
の
叙
述
を
よ
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り
堅
固
に
し
て
い
る
。

　

が
、
前
述
の
紹
介
に
も
示
し
た
通
り
、
本
書
の
魅
力
は
日
本
語
で
は

未
刊
行
で
あ
っ
た
第
一
章
か
ら
第
三
章
ま
で
の
、「
書
き
下
ろ
し
」
パ
ー

ト
に
こ
そ
あ
る
と
い
え
よ
う
。
と
り
わ
け
第
三
章
の
末
尾
二
節
、
文
革

後
期
に
お
け
る
日
本
映
画
人
・
文
化
人
の
中
国
観
に
注
目
し
た
い
。
交

流
が
未
成
熟
な
だ
け
に
、
取
り
上
げ
ら
れ
る
吉
村
公
三
郎
・
徳
間
康

快
・
篠
山
紀
信
ら
の
言
説
が
リ
ア
ル
に
立
ち
上
が
り
、
政
局
的
な
ズ
レ

を
内
包
し
つ
つ
日
本
人
が
果
敢
に
中
国
を
観
察
し
よ
う
と
す
る
姿
が
浮

き
彫
り
に
さ
れ
る
。
そ
の
様
相
を
明
ら
か
に
し
た
劉
氏
は
、
当
時
の
日

中
交
流
を
「
情
報
の
少
な
い
閉
鎖
的
状
況
」
に
あ
り
な
が
ら
、「
現
在

の
日
本
の
現
状
と
比
べ
、
建
設
的
な
議
論
が
健
全
な
か
た
ち
で
お
こ
な

わ
れ
て
い
た
」（
一
五
二
頁
）
と
指
摘
す
る
。
そ
こ
に
は
“
嫌
中
”
を
は

じ
め
と
す
る
軽
薄
な
傲
慢
さ
に
流
さ
れ
る
現
代
日
本
へ
の
批
判
が
仄
見

え
る
。「
日
本
に
い
る
中
国
人
研
究
者
」
と
自
称
す
る
劉
氏
の
姿
勢
が

明
示
さ
れ
る
箇
所
の
ひ
と
つ
だ
。

　

木
下
惠
介
監
督
が
自
作
に
お
い
て
「
幻
想
的
な
〈
中
国
〉」
を
描
こ

う
と
し
た
軌
跡
を
追
う
叙
述
も
興
味
深
い
が
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
に

日
本
の
独
立
プ
ロ
映
画
が
中
国
に
受
容
さ
れ
る
過
程
を
つ
ぶ
さ
に
論
述

し
た
第
三
章
第
一
節
に
は
学
ば
さ
れ
た
。
日
本
映
画
界
の
組
織
化
に
伴

い
、中
国
に
大
手
会
社
作
品
を
持
ち
出
し
難
く
な
っ
た
点
、『
七
人
の
侍
』

を
代
表
団
が
中
国
に
持
ち
込
ん
だ
も
の
の
、
物
語
が
当
時
の
階
級
闘
争

論
と
合
致
し
な
い
た
め
受
容
さ
れ
ず
、
結
果
独
立
プ
ロ
作
品
二
〇
篇
が

社
会
主
義
国
家
建
設
期
に
持
ち
込
ま
れ
た
（
一
二
〇
頁
）、
と
の
事
実
を

明
ら
か
に
す
る
点
は
、
資
料
渉
猟
に
長
け
る
著
者
の
面
目
躍
如
だ
。
た

だ
、
欲
を
言
え
ば
新
藤
兼
人
の
『
裸
の
島
』
受
容
と
、
イ
タ
リ
ア
・
ネ

オ
レ
ア
リ
ズ
モ
作
品
の
中
国
に
対
す
る
影
響
の
中
に
、
後
の
大
躍
進
運

動
の
中
で
生
ま
れ
た
“
芸
術
性
記
録
片
”
と
い
う
変
種
の
濫
造
が
あ
る

点
も
補
っ
て
欲
し
か
っ
た
。
本
来
そ
の
目
的
で
迎
え
入
れ
ら
れ
た
も
の

で
な
く
と
も
、政
局
の
フ
ィ
ル
タ
ー
に
漉
さ
れ
、全
く
別
の
表
象
と
な
っ

た
典
型
で
あ
ろ
う
か
ら
だ
。

　

最
後
に
、
第
一
章
最
終
節
で
提
起
さ
れ
て
い
る
「
歴
史
の
物
語
化
」

へ
の
疑
義
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。戦
中
日
中
映
画
史
に
関
し
て
、

饒
舌
に
語
る
日
本
側
関
係
者
と
沈
黙
を
ま
も
る
中
国
側
関
係
者
と
の
対

照
的
な
姿
勢
に
直
面
し
た
劉
氏
は
こ
う
語
る
。「
歴
史
家
は
す
べ
か
ら

く
、
こ
の
統
体
と
し
て
の
歴
史
に
対
し
て
、
主
観
の
恣
意
的
な
表
象
に

も
と
づ
く
物
語
化
を
排
し
つ
つ
、
全
体
的
な
過
程
と
し
て
の
歴
史
そ
の

も
の
に
内
在
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
な
く
し
て
、
歴
史
の
真
実
を

描
き
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
」（
六
三
頁
）。
即
ち
、
日
本
人
関
係
者
が

戦
中
に
対
し
て
抱
く
“
幻
想
的
”
な
証
言
を
鵜
呑
み
に
し
て
は
な
ら

ず
、
同
時
に
中
国
人
関
係
者
が
陥
ら
ざ
る
を
得
な
い
沈
黙
に
対
し
、
時

局
に
迎
合
し
て
気
侭
に
“
美
談
”
化
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
の
訴
え
で

あ
る
。
こ
の
真
摯
な
姿
勢
に
私
は
強
く
首
肯
す
る
も
の
だ
が
、
同
時
に
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あ
る
疑
問
が
浮
か
ぶ
。
果
た
し
て
、「
物
語
」
が
完
全
に
排
さ
れ
た
「
歴

史
」
は
あ
り
得
る
の
か
、
と
。
当
然
だ
が
史
書
と
は
人
に
よ
っ
て
紡
が

れ
て
い
く
。
そ
の
過
程
に
は
必
ず
そ
の
記
し
手
の
意
思
が
関
与
し
、
譬

え
膨
大
な
史
料
を
紙
面
に
注
ぎ
込
も
う
と
、
そ
の
史
料
自
体
が
記
し
手

の
意
思
に
よ
っ
て
取
捨
選
択
さ
れ
る
も
の
だ
。
そ
こ
に
は
必
ず
何
か
を

「
物
語
」
ろ
う
と
す
る
意
思
が
働
く
。
細
か
い
指
摘
で
恐
縮
だ
が
、
前

述
し
た
現
代
日
本
の
軽
薄
さ
を
象
徴
す
る
日
本
映
画
が
、
も
し
も
『
永

遠
の
０
』
で
は
な
く
、
一
兵
卒
の
心
的
外
傷
を
描
く
塚
本
晋
也
版
『
野

火
』（
二
〇
一
四
年
）
だ
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
を
浅
薄
な
表
象
と
し
て
提

示
で
き
る
だ
ろ
う
か
。中
国
に
よ
る
日
本
映
画
贈
呈
の
企
画（
一
二
五
頁
）

は
岸
信
介
政
権
の
反
中
・
親
台
路
線
で
の
み
水
泡
に
帰
し
た
の
か
、
そ

こ
に
は
同
時
に
始
ま
る
反
右
派
闘
争
の
史
実
も
色
濃
く
影
響
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。
私
は
決
し
て
、
劉
文
兵
氏
の
歴
史
家
と
し
て
の
矜
持

に
異
を
唱
え
る
思
い
は
な
い
。
た
だ
逆
説
的
に
言
え
ば
、
歴
史
家
の
使

命
を
負
い
つ
つ
著
者
が
本
書
を
執
筆
し
終
え
た
そ
の
時
、
こ
の
本
は
劉

文
兵
そ
の
人
に
よ
っ
て
「
物
語
」
ら
れ
る
日
中
映
画
交
流
史
書
と
な
る
、

そ
し
て
そ
の
「
物
語
」
こ
そ
が
、著
者
自
身
が
い
み
じ
く
も
述
べ
る
「
主

体
的
に
み
ず
か
ら
の
視
点
を
打
ち
出
す
」（
九
頁
）
営
為
と
リ
ン
ク
し
、

結
果
と
し
て
豊
か
で
深
遠
な
る
魅
力
を
本
書
に
賦
与
し
て
い
る
の
だ
。

あ
る
種
の
確
信
を
も
っ
て
、
私
は
そ
う
捉
え
る
も
の
で
あ
る
。

（
よ
し
な
み
・
あ
き
ら　

近
畿
大
学
）

橄
欖
　
第
二
〇
号
　
停
刊
記
念
号

『
銭
鍾
書
手
稿
集　

容
安
館
札
記
』
と
南
宋
詩
歌
発
展
観

（
王
水
照
／
種
村
和
史
訳
）

テ
ク
ス
ト
と
秘
密
―
言
論
統
制
下
の
文
学
テ
ク
ス
ト
・
余
説
―

（
浅
見
洋
二
）

北
宋
に
お
け
る
「
険
怪
」
の
文
風

　

―「
古
文
運
動
」の
も
う
一
つ
の
流
れ
―（
朱
剛
／
種
村
和
史
訳
）

蘇
軾
と
音
楽
―
黄
州
流
謫
期
に
お
け
る
音
楽
へ
の
思
索
─

	

（
中
純
子
）

唐
庚
の
作
詩
観	

（
矢
田
博
士
）

「
漁
父
の
家
風
」
と
江
西
詩
派	

（
伍
暁
蔓
／
保
苅
佳
昭
訳
）

『
宋
詩
鈔
』
に
於
け
る
南
宋
三
大
家
作
品
の
配
列	

（
三
野
豊
浩
）

楊
萬
里
は
蘇
軾
の
何
を
学
ん
だ
か
―
次
韻
と
檃
括
を
中
心
に
―

（
坂
井
多
穂
子
）

南
宋
後
期
に
お
け
る
詩
人
と
編
者

　

―
江
湖
小
集
刊
行
の
意
味
す
る
こ
と
―	

（
内
山
精
也
）

艾
軒
学
派
に
お
け
る
伝
承
と
変
転
に
つ
い
て

　

―
思
想
と
文
学
の
面
に
着
目
し
て
―	

（
李
祥
）

衰
運
へ
の
感
受
性
―
「
気
数
」
の
詩
語
化
の
過
程
、
お
よ
び

　

戴
復
古
の
歴
史
的
意
義
―	

（
種
村
和
史
）

晩
明
に
お
け
る
宋
元
遺
民
詩
の
受
容

　

―
銭
謙
益
の
評
価
と
毛
晋
の
刻
書
を
中
心
に
―	

（
野
村
鮎
子
）

書
評　

瀟
湘
の
水
い
づ
こ
に
流
る
―
衣
若
芬
著
『
雲
影
天
光　

　

瀟
湘
山
水
之
画
意
与
詩
情
』
を
読
む
─	

（
内
山
精
也
）

［
Ｂ
５
判　

四
一
六
頁　

宋
代
詩
文
研
究
会　

三
、〇
〇
〇
円
］

＊
東
方
書
店
取
り
扱
い
中


